
港区の青少年をとりまく課題や必要とされる取組
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　 インターネットやSNSに関連する有害環境への適切な対応
（１） インターネットの適正な利用のため、フィルタリングを促進し、使い方のルール作りに取り組むとともに、ルールの

啓発・実行を強化します。
（２） SNS等に関連した、性被害を含む子どもの犯罪被害やいじめ、プライバシーの侵害、誹謗中傷、個人情報の流出等を

防止するため、家庭・学校・地域が連携して啓発を図ります。

　 犯罪や事故に巻き込まれる危険性への対応
（１） 正しい性の理解と危機回避能力の向上を図ることで、性被害（児童ポルノの関与、児童買春等）の防止に取り組み、あ

わせてエイズ・性感染症の予防や検査についての啓発を強化します。
（２） 繁華街の防犯パトロールや落書き防止を通じ、「港区暴力団排除条例」に基づく暴力団排除活動を推進し、犯罪に巻

き込まれない環境を確保します。
（３） 大麻や覚せい剤、危険ドラッグのほか市販薬のオーバードーズ（過剰摂取）等の危険性に関する正しい知識を啓発します。
（４） 万引き、特殊詐欺への加担が犯罪だと自覚を持たせるための環境づくりや規範意識を醸成し、また、ストーカー事案

等の被害者にも加害者にもならないよう、被害の実態や相談窓口等についての広報・啓発をすすめます。
（５） 社会経験や契約知識等が不十分な若者は、悪質商法のターゲットになりやすい傾向がみられるため、消費者被害に

巻き込まれることを防止するとともに、消費者教育を推進します。
（６） 地域の見守りの中で、子どもが交通事故に遭わないように、交通安全教室、安全運転の励行等、交通安全に関する活

動と連携し、子どもの安全確保の対策を推進します。
 人と人との関わりを深める機会の充実
（１） 様々な人が互いに支え合う地域社会の実現に向け、青少年が地域の一員としての自覚を持ち、郷土意識を育成でき

るような機会を充実します。
（２） 少子化・核家族化、生活価値観の変化等に応じ、青少年同士、家族間のコミュニケーションの質の向上や機会の充実

ができるよう取り組みます。
（３） 様々な体験活動やボランティア活動を通じ、社会性や主体性を育む機会を充実し、地域における居場所づくりを推

進します。
（４） 国際社会の一員としての役割や責任を自覚し、広い視野と豊かな国際感覚を育むため、国際理解を深める学習の機

会や異文化交流活動の推進を図ります。
 自分や他人を思いやる心を育む取組
（１） 自然や生き物とかかわる自然体験や、生命を尊ぶ気持ちの大切さを知り、自分や人を思いやる気持ちを育む多様な

機会の充実に取り組みます。
（２） いじめをしない、させない、見過ごさない、子どもがSOSを出せる環境づくりに取り組みます。
（３） 地域全体で障害や多様な性等を理解し、個性を尊重し合いながらともに地域で生活できる意識啓発や、環境づくり

に取り組みます。
（４） 自分自身の心や体を大切にし、年齢・発達の程度に応じた不安・悩みの相談や安心して過ごせる居場所づくりに取り

組みます。
 ひきこもり、不登校等の青少年への支援
（１） 個別的・継続的な支援を行うとともに、一人ひとりの特性を生かした就学・就労につながる地域における支援を推進します。
 児童虐待やドメスティック・バイオレンス（DV）等の防止
（１） 全国的に増加傾向にあり、深刻な状況にある児童虐待やドメスティック・バイオレンス（DV）等の家庭に係る問題を

未然に防止するため、相談しやすい環境づくりを進めるとともに、関係機関が連携し、一人ひとりの状況に応じた必
要な支援を図ります。

 子どもの未来を応援する取組
（１） 経済状況をはじめとする家庭環境によって、子どもの将来が左右されることのないよう、

必要な環境や居場所の整備と、教育の機会均等を図ります。
（２） 子ども食堂運営団体と地域の民間企業が連携する港区子ども食堂ネットワークを活用し、

地域、企業の力を結集した活動を推進し、子どもの孤食解消と保護者支援を図ります。
（３） 地域や関係機関等が連携してヤングケアラーの早期発見や把握ができるよう、社会的認知

度の向上、適切な支援に取り組みます。
 防災力向上のための取組
（１） 近年台風や洪水、地震などの自然災害が多発しており、大規模災害時の具体的な訓練や家

族への緊急連絡方法の確認等、日頃の備えを促進します。
（２） 青少年自身が身の回りの危険に気づき、安全を確保するための知識を深める機会を充実します。

港区の青少年をとりまく
課題や必要とされる取組
（港区ホームページ）

❶～❽に関連する情報も
参照できます。（消費者教
育、子ども食堂、ヤングケ
アラー等）

　区長の付属機関として設置している港区青少年問題協議会は、毎年、「青少年健全育成活動方針」を策定するとともに、
青少年の健全育成に必要な施策を推進するため、関係行政機関と地域活動団体等との連絡調整を行っています。
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「地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう」「地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう」
活動方針を達成するためには活動方針を達成するためには

まず 家庭内の信頼関係 を強めることが大切です。
その家庭を支えるために「地域の子どもは地域ぐるみ
で育てる」という視点から、学校・
地域・その他の関係機関が互いに協
力して、港区全体で日常的に青少年
の健全育成活動に取り組みます。

青少年健全育成に関する相談青少年健全育成に関する相談

いじめ、友人関係、性や体に関する
悩み、子育て中の保護者の悩みなど
困っていることはありませんか？
子どもも保護者も、ひとりで悩まず
に、ぜひ相談してください。

子ども・子育て
相談窓口一覧

（港区ホームページ）

令和６年度
港区青少年健全育成活動方針



インターネットトラブル、性犯罪を含む犯罪行為、暴力団、消費者被害など
から青少年を守り、また、青少年犯罪を防止するため、地域の安全の点検・
改善や、青少年自身の危機回避能力向上に取り組むとともに、関係機関相互
の連携を深めましょう

青少年が意見を表明する機会を確保するとともに、地域の活動等を通じて家
庭を支え、青少年同士、家族間、地域の多様な人々が互いに知り合い、関わ
りを深めることのできる機会を日頃からつくりましょう

自然体験や社会貢献、異年齢活動等、青少年が直接自然や社会と関わり、自
他の生命や人権を大切にし、自己肯定感（※）を育むとともに、多様な価値
観への理解を深める機会をつくりましょう

突然の災害に対応するために、日頃から青少年自身が地域の一員としての自
覚を持ち、防災意識や知識、技術を身につける機会をつくりましょう
※自己肯定感とは・・・生まれて良かったと感じ、自分自身を大切にする態度や感情をいいます。

＜令和６年度重点的な取組　設定の背景＞
各種活動や交流は再開されてきたものの、新型コロナウイルス感染症の影響により、地域で子どもを見守
る環境が大きく変わりました。家庭環境が見えづらくなり、生活困窮やヤングケアラー等の把握・適切な
支援が必要です。また、オンラインでの生活がより身近になり、インターネット、SNS等の利用から青少年
が犯罪等に巻き込まれないよう取り組んでいくことが必要です。地域で見守り、青少年が人と関わりを深め、
自分の身を守り、人を傷つけないように、思いやりを持って生活できるよう取り組みます。

・誰に対しても、思いやりを持って関わることのできる心を育む
・自分の身を守り、人を傷つけない、健全な気持ちや判断能力を育む

各基本目標に記載のマークは、関連するSDGsのゴールを示しています。
詳しくは港区ホームページをご覧ください。

基本目標基本目標

重点的な取組重点的な取組

活動方針活動方針

青少年が犯罪に巻き込まれない安全・安心な環境の確保　

青少年が意見を表明する機会を確保し、青少年同士・家族間・青少年と地域の
人々が関わりを深めることのできる機会や居場所の充実

青少年が自他の生命を大切にし、思いやりの心や社会を生き抜く力を育み、多
様性や平和を尊重する体験や機会の充実

青少年が地域の一員としての自覚を持ち、共助の精神を養い、防災力を向上す
ることができる機会の充実

関連するSDGsのゴール
（港区ホームページ）

1基本目標

1活動方針

2活動方針

3活動方針

4活動方針

2基本目標

3基本目標

4基本目標

地域の見守りの中で自分や人を大切にする心を育む取組地域の見守りの中で自分や人を大切にする心を育む取組

● SNSルールの策定 学校や家庭ごとにSNSの使用ルールを定める取組
● 社会を明るくする運動
犯罪・非行防止と犯罪者の更生への理解を深め、犯罪や非行のない明るい社会を築くための全国的な運動
イベントやパレード等を実施し、小・中学生の児童・生徒などの参加者へ啓発

● 暴力団排除キャンペーン
● 薬物乱用防止活動 薬物乱用防止講習会の実施
● 交通安全・防犯・セーフティ教室等
保育園、幼稚園、学校や児童館等で、警察等と連携し、交通安全や不審者対策
（自転車交通安全教室、区民防犯研修会、不審者侵入対応訓練等）
インターネットの安全利用等を啓発する活動、スマホ・ケイタイ安全教室、命の大切さを学ぶ教室等を実施

● 消費者教育啓発のパンフレット配布等
小・中・高校への啓発用パンフレットの配布、東京都金融広報委員会
（事務局：日本銀行情報サービス局内）と連携した区立小学校での講演

● さまざまな団体が連携した地域での見守り活動
● 地域の防犯等パトロール、青色防犯パトロール　
● みんなと安全安心メール、学校・児童施設等の緊急メール配信サービス
● みんなと安全安心ハンドブック
● 子ども 110番事業 不審者等から追いかけられた子どもを協力者が保護し、安全を図る仕組み
● 地域団体が協力した落書き消去活動
● 地域安全マップづくり 子ども自身による地域や保護者等との「地域安全マップ」の作成

● 児童館・子ども中高生プラザ・一時保護所等での子ども会議 子どもたちが様々なテーマで意見交換を行う取組
● 学校での児童会活動・生徒会活動　様々な意見を出し合い、学校行事の企画や学級・学校の課題解決等を行う活動
● マイスクールPRコンペティション 小・中学生が、在籍校や地域の魅力を発信したり課題を解決したりするための取組
● 子ども・おとな・地域みなトーク事業 子ども・子育て当事者と地域の子育て支援者等がつどい、意見交換を行う事業
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等における行事などでの地域との交流
● 地域におけるリーダー育成の支援
● 各青少年対策地区委員会実施の地域交流イベント

御成門地区ファミリーボウリング大会、三田地区パラリンピック競技体験
高松地区スポーカルまつり、港南地区バスハイク
白金地区白丘から台場へ歩こう会、六本木地区スキー教室
高陵地区スポーツ大会、赤坂地区バスハイク、青山地区スキー教室、お台場地区スキー教室　等

● PTAによる地域と連携したイベントの実施
● 中学生の職場体験・職場訪問
授業の一環として、地域の事業所で数日間の職場体験やインタビュー活動等を行う取組

● 子ども会まつり　港区子ども会連合会が中心となり、地域の関係団体と共催の事業
● 地域で行われるスポーツイベント・スポーツ教室
区と地域が協働する各種スポーツイベント、学校等の施設を活用したスポーツ教室や障害者スポーツの体験教室等
（ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン、タグラグビー教室、パラスポーツ体験会等）
● 地域連携によるあいさつ運動
● 子育てコーディネーター事業 地域で活動する子育てコーディネーターが児童や保護者等の相談対応・情報提供を行う事業

「インターネットトラブル、性犯罪を含む犯罪行為、暴力団、消費者被害などから青少年を守り、
また、青少年犯罪を防止するため、地域の安全の点検・改善や、青少年自身の危機回避能力向上
に取り組むとともに、関係機関相互の連携を深めましょう」に関する取組例

区や学校、地域等で行われている青少年健全育成活動の一例 です。事例を参考に、みんなで積極的に取り組みましょう！区や学校、地域等で行われている青少年健全育成活動の一例 です。事例を参考に、みんなで積極的に取り組みましょう！

「青少年が意見を表明する機会を確保するとともに、地域の活動等を通じて家庭を支え、青少年同
士、家族間、地域の多様な人々が互いに知り合い、関わりを深めることのできる機会を日頃から
つくりましょう」に関する取組例

● 地域での自然体験事業
区と地域が共催するみなとキャンプ村事業、児童館等のキャンプ、PTA実施の農業体験等

● 自治体連携による自然体験・交流事業
芝地区と茨城県稲敷郡阿見町、麻布地区と山形県最上郡舟形町、赤坂青山地域と岐阜県郡上市、
芝浦港南地区と秋田県にかほ市、台場地域と福島県柳津町 等

● みなと区民の森（あきる野市）を活用した環境学習
区が主催する生き物観察や間ばつ体験等のさまざまな環境学習の実施

● 緑のカーテンプロジェクト　保育園・幼稚園・小学校等の区有施設で緑のカーテンを設置
● エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ　区・企業・民間団体等が取り組む環境活動の展示、環境に関するワークショップ等
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等のエコ活動
● 小・中学生の環境に関する自主研究
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等での飼育動物等の世話
● 中高生と乳幼児のふれあい
職場体験や家庭科学習、ボランティアの受入れ等で、中高生が保育園や幼稚園を訪問する取組

● 福祉の体験学習等　小・中・高校等で実施する車いす体験やアイマスク体験等の福祉体験学習
● 地域清掃等のボランティア活動
● 人権週間　12 月 4日～ 10日の人権週間にあわせて講演と映画のつどいを開催
● 障害者差別解消推進　障害者への理解を深めるための取組
● 平和青年団　平和学習を通して、平和のためにできることを自ら考え地域に発信
● 子どもの居場所づくりチャレンジ事業
子ども中高生プラザ等で、中高生が主体的に活動や体験ができる居場所づくりの取組

● こころの体温計　パソコンや携帯電話でいつでも気軽にストレス度や落ち込み度をセルフチェックできる取組

● 総合防災訓練
区とさまざまな団体が連携し、区内７会場で行われる総合的な防災訓練
町会・自治会ごとの地域の訓練に児童が参加するほか、
小・中学校とも連携し、小・中学生の積極的な参加を呼びかけ

● 各種防災・避難訓練、防災教室
小・中学校等の施設における避難・引き取り訓練、消防署や警察署の協力を得た訓練や防災教室、
地域と合同でいも煮の炊き出し等も交えた訓練等
お台場学園防災 jr. チーム

● 消防少年団活動
小学生から消防に関する知識や技術を身につける訓練の実施
地域での防火・防災の啓発や環境美化活動等の地域貢献活動

「自然体験や社会貢献、異年齢活動等、青少年が直接自然や社会と関わり、自他の生命や人権を大
切にし、自己肯定感を育むとともに、多様な価値観への理解を深める機会をつくりましょう」に
関する取組例

「突然の災害に対応するために、日頃から青少年自身が地域の一員としての自覚を持ち、防災意識
や知識、技術を身につける機会をつくりましょう」に関する取組例

青 少 年 健 全 育 成 に 係 る 具 体 的 な 取 組 例青 少 年 健 全 育 成 に 係 る 具 体 的 な 取 組 例

1活動方針 3活動方針

4活動方針

2活動方針



インターネットトラブル、性犯罪を含む犯罪行為、暴力団、消費者被害など
から青少年を守り、また、青少年犯罪を防止するため、地域の安全の点検・
改善や、青少年自身の危機回避能力向上に取り組むとともに、関係機関相互
の連携を深めましょう

青少年が意見を表明する機会を確保するとともに、地域の活動等を通じて家
庭を支え、青少年同士、家族間、地域の多様な人々が互いに知り合い、関わ
りを深めることのできる機会を日頃からつくりましょう

自然体験や社会貢献、異年齢活動等、青少年が直接自然や社会と関わり、自
他の生命や人権を大切にし、自己肯定感（※）を育むとともに、多様な価値
観への理解を深める機会をつくりましょう

突然の災害に対応するために、日頃から青少年自身が地域の一員としての自
覚を持ち、防災意識や知識、技術を身につける機会をつくりましょう
※自己肯定感とは・・・生まれて良かったと感じ、自分自身を大切にする態度や感情をいいます。

＜令和６年度重点的な取組　設定の背景＞
各種活動や交流は再開されてきたものの、新型コロナウイルス感染症の影響により、地域で子どもを見守
る環境が大きく変わりました。家庭環境が見えづらくなり、生活困窮やヤングケアラー等の把握・適切な
支援が必要です。また、オンラインでの生活がより身近になり、インターネット、SNS等の利用から青少年
が犯罪等に巻き込まれないよう取り組んでいくことが必要です。地域で見守り、青少年が人と関わりを深め、
自分の身を守り、人を傷つけないように、思いやりを持って生活できるよう取り組みます。

・誰に対しても、思いやりを持って関わることのできる心を育む
・自分の身を守り、人を傷つけない、健全な気持ちや判断能力を育む

各基本目標に記載のマークは、関連するSDGsのゴールを示しています。
詳しくは港区ホームページをご覧ください。

基本目標基本目標

重点的な取組重点的な取組

活動方針活動方針

青少年が犯罪に巻き込まれない安全・安心な環境の確保　

青少年が意見を表明する機会を確保し、青少年同士・家族間・青少年と地域の
人々が関わりを深めることのできる機会や居場所の充実

青少年が自他の生命を大切にし、思いやりの心や社会を生き抜く力を育み、多
様性や平和を尊重する体験や機会の充実

青少年が地域の一員としての自覚を持ち、共助の精神を養い、防災力を向上す
ることができる機会の充実

関連するSDGsのゴール
（港区ホームページ）

1基本目標

1活動方針

2活動方針

3活動方針

4活動方針

2基本目標

3基本目標

4基本目標

地域の見守りの中で自分や人を大切にする心を育む取組地域の見守りの中で自分や人を大切にする心を育む取組

● SNSルールの策定 学校や家庭ごとにSNSの使用ルールを定める取組
● 社会を明るくする運動
犯罪・非行防止と犯罪者の更生への理解を深め、犯罪や非行のない明るい社会を築くための全国的な運動
イベントやパレード等を実施し、小・中学生の児童・生徒などの参加者へ啓発

● 暴力団排除キャンペーン
● 薬物乱用防止活動 薬物乱用防止講習会の実施
● 交通安全・防犯・セーフティ教室等
保育園、幼稚園、学校や児童館等で、警察等と連携し、交通安全や不審者対策
（自転車交通安全教室、区民防犯研修会、不審者侵入対応訓練等）
インターネットの安全利用等を啓発する活動、スマホ・ケイタイ安全教室、命の大切さを学ぶ教室等を実施

● 消費者教育啓発のパンフレット配布等
小・中・高校への啓発用パンフレットの配布、東京都金融広報委員会
（事務局：日本銀行情報サービス局内）と連携した区立小学校での講演

● さまざまな団体が連携した地域での見守り活動
● 地域の防犯等パトロール、青色防犯パトロール　
● みんなと安全安心メール、学校・児童施設等の緊急メール配信サービス
● みんなと安全安心ハンドブック
● 子ども 110番事業 不審者等から追いかけられた子どもを協力者が保護し、安全を図る仕組み
● 地域団体が協力した落書き消去活動
● 地域安全マップづくり 子ども自身による地域や保護者等との「地域安全マップ」の作成

● 児童館・子ども中高生プラザ・一時保護所等での子ども会議 子どもたちが様々なテーマで意見交換を行う取組
● 学校での児童会活動・生徒会活動　様々な意見を出し合い、学校行事の企画や学級・学校の課題解決等を行う活動
● マイスクールPRコンペティション 小・中学生が、在籍校や地域の魅力を発信したり課題を解決したりするための取組
● 子ども・おとな・地域みなトーク事業 子ども・子育て当事者と地域の子育て支援者等がつどい、意見交換を行う事業
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等における行事などでの地域との交流
● 地域におけるリーダー育成の支援
● 各青少年対策地区委員会実施の地域交流イベント

御成門地区ファミリーボウリング大会、三田地区パラリンピック競技体験
高松地区スポーカルまつり、港南地区バスハイク
白金地区白丘から台場へ歩こう会、六本木地区スキー教室
高陵地区スポーツ大会、赤坂地区バスハイク、青山地区スキー教室、お台場地区スキー教室　等

● PTAによる地域と連携したイベントの実施
● 中学生の職場体験・職場訪問
授業の一環として、地域の事業所で数日間の職場体験やインタビュー活動等を行う取組

● 子ども会まつり　港区子ども会連合会が中心となり、地域の関係団体と共催の事業
● 地域で行われるスポーツイベント・スポーツ教室
区と地域が協働する各種スポーツイベント、学校等の施設を活用したスポーツ教室や障害者スポーツの体験教室等
（ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン、タグラグビー教室、パラスポーツ体験会等）
● 地域連携によるあいさつ運動
● 子育てコーディネーター事業 地域で活動する子育てコーディネーターが児童や保護者等の相談対応・情報提供を行う事業

「インターネットトラブル、性犯罪を含む犯罪行為、暴力団、消費者被害などから青少年を守り、
また、青少年犯罪を防止するため、地域の安全の点検・改善や、青少年自身の危機回避能力向上
に取り組むとともに、関係機関相互の連携を深めましょう」に関する取組例

区や学校、地域等で行われている青少年健全育成活動の一例 です。事例を参考に、みんなで積極的に取り組みましょう！区や学校、地域等で行われている青少年健全育成活動の一例 です。事例を参考に、みんなで積極的に取り組みましょう！

「青少年が意見を表明する機会を確保するとともに、地域の活動等を通じて家庭を支え、青少年同
士、家族間、地域の多様な人々が互いに知り合い、関わりを深めることのできる機会を日頃から
つくりましょう」に関する取組例

● 地域での自然体験事業
区と地域が共催するみなとキャンプ村事業、児童館等のキャンプ、PTA実施の農業体験等

● 自治体連携による自然体験・交流事業
芝地区と茨城県稲敷郡阿見町、麻布地区と山形県最上郡舟形町、赤坂青山地域と岐阜県郡上市、
芝浦港南地区と秋田県にかほ市、台場地域と福島県柳津町 等

● みなと区民の森（あきる野市）を活用した環境学習
区が主催する生き物観察や間ばつ体験等のさまざまな環境学習の実施

● 緑のカーテンプロジェクト　保育園・幼稚園・小学校等の区有施設で緑のカーテンを設置
● エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ　区・企業・民間団体等が取り組む環境活動の展示、環境に関するワークショップ等
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等のエコ活動
● 小・中学生の環境に関する自主研究
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等での飼育動物等の世話
● 中高生と乳幼児のふれあい
職場体験や家庭科学習、ボランティアの受入れ等で、中高生が保育園や幼稚園を訪問する取組

● 福祉の体験学習等　小・中・高校等で実施する車いす体験やアイマスク体験等の福祉体験学習
● 地域清掃等のボランティア活動
● 人権週間　12 月 4日～ 10日の人権週間にあわせて講演と映画のつどいを開催
● 障害者差別解消推進　障害者への理解を深めるための取組
● 平和青年団　平和学習を通して、平和のためにできることを自ら考え地域に発信
● 子どもの居場所づくりチャレンジ事業
子ども中高生プラザ等で、中高生が主体的に活動や体験ができる居場所づくりの取組

● こころの体温計　パソコンや携帯電話でいつでも気軽にストレス度や落ち込み度をセルフチェックできる取組

● 総合防災訓練
区とさまざまな団体が連携し、区内７会場で行われる総合的な防災訓練
町会・自治会ごとの地域の訓練に児童が参加するほか、
小・中学校とも連携し、小・中学生の積極的な参加を呼びかけ

● 各種防災・避難訓練、防災教室
小・中学校等の施設における避難・引き取り訓練、消防署や警察署の協力を得た訓練や防災教室、
地域と合同でいも煮の炊き出し等も交えた訓練等
お台場学園防災 jr. チーム

● 消防少年団活動
小学生から消防に関する知識や技術を身につける訓練の実施
地域での防火・防災の啓発や環境美化活動等の地域貢献活動

「自然体験や社会貢献、異年齢活動等、青少年が直接自然や社会と関わり、自他の生命や人権を大
切にし、自己肯定感を育むとともに、多様な価値観への理解を深める機会をつくりましょう」に
関する取組例

「突然の災害に対応するために、日頃から青少年自身が地域の一員としての自覚を持ち、防災意識
や知識、技術を身につける機会をつくりましょう」に関する取組例

青 少 年 健 全 育 成 に 係 る 具 体 的 な 取 組 例青 少 年 健 全 育 成 に 係 る 具 体 的 な 取 組 例

1活動方針 3活動方針

4活動方針

2活動方針

インターネットトラブル、性犯罪を含む犯罪行為、暴力団、消費者被害など
から青少年を守り、また、青少年犯罪を防止するため、地域の安全の点検・
改善や、青少年自身の危機回避能力向上に取り組むとともに、関係機関相互
の連携を深めましょう

青少年が意見を表明する機会を確保するとともに、地域の活動等を通じて家
庭を支え、青少年同士、家族間、地域の多様な人々が互いに知り合い、関わ
りを深めることのできる機会を日頃からつくりましょう

自然体験や社会貢献、異年齢活動等、青少年が直接自然や社会と関わり、自
他の生命や人権を大切にし、自己肯定感（※）を育むとともに、多様な価値
観への理解を深める機会をつくりましょう

突然の災害に対応するために、日頃から青少年自身が地域の一員としての自
覚を持ち、防災意識や知識、技術を身につける機会をつくりましょう
※自己肯定感とは・・・生まれて良かったと感じ、自分自身を大切にする態度や感情をいいます。

＜令和６年度重点的な取組　設定の背景＞
各種活動や交流は再開されてきたものの、新型コロナウイルス感染症の影響により、地域で子どもを見守
る環境が大きく変わりました。家庭環境が見えづらくなり、生活困窮やヤングケアラー等の把握・適切な
支援が必要です。また、オンラインでの生活がより身近になり、インターネット、SNS等の利用から青少年
が犯罪等に巻き込まれないよう取り組んでいくことが必要です。地域で見守り、青少年が人と関わりを深め、
自分の身を守り、人を傷つけないように、思いやりを持って生活できるよう取り組みます。

・誰に対しても、思いやりを持って関わることのできる心を育む
・自分の身を守り、人を傷つけない、健全な気持ちや判断能力を育む

各基本目標に記載のマークは、関連するSDGsのゴールを示しています。
詳しくは港区ホームページをご覧ください。

基本目標基本目標

重点的な取組重点的な取組

活動方針活動方針

青少年が犯罪に巻き込まれない安全・安心な環境の確保　

青少年が意見を表明する機会を確保し、青少年同士・家族間・青少年と地域の
人々が関わりを深めることのできる機会や居場所の充実

青少年が自他の生命を大切にし、思いやりの心や社会を生き抜く力を育み、多
様性や平和を尊重する体験や機会の充実

青少年が地域の一員としての自覚を持ち、共助の精神を養い、防災力を向上す
ることができる機会の充実

関連するSDGsのゴール
（港区ホームページ）

1基本目標

1活動方針

2活動方針

3活動方針

4活動方針

2基本目標

3基本目標

4基本目標

地域の見守りの中で自分や人を大切にする心を育む取組地域の見守りの中で自分や人を大切にする心を育む取組

● SNSルールの策定 学校や家庭ごとにSNSの使用ルールを定める取組
● 社会を明るくする運動
犯罪・非行防止と犯罪者の更生への理解を深め、犯罪や非行のない明るい社会を築くための全国的な運動
イベントやパレード等を実施し、小・中学生の児童・生徒などの参加者へ啓発

● 暴力団排除キャンペーン
● 薬物乱用防止活動 薬物乱用防止講習会の実施
● 交通安全・防犯・セーフティ教室等
保育園、幼稚園、学校や児童館等で、警察等と連携し、交通安全や不審者対策
（自転車交通安全教室、区民防犯研修会、不審者侵入対応訓練等）
インターネットの安全利用等を啓発する活動、スマホ・ケイタイ安全教室、命の大切さを学ぶ教室等を実施

● 消費者教育啓発のパンフレット配布等
小・中・高校への啓発用パンフレットの配布、東京都金融広報委員会
（事務局：日本銀行情報サービス局内）と連携した区立小学校での講演

● さまざまな団体が連携した地域での見守り活動
● 地域の防犯等パトロール、青色防犯パトロール　
● みんなと安全安心メール、学校・児童施設等の緊急メール配信サービス
● みんなと安全安心ハンドブック
● 子ども 110番事業 不審者等から追いかけられた子どもを協力者が保護し、安全を図る仕組み
● 地域団体が協力した落書き消去活動
● 地域安全マップづくり 子ども自身による地域や保護者等との「地域安全マップ」の作成

● 児童館・子ども中高生プラザ・一時保護所等での子ども会議 子どもたちが様々なテーマで意見交換を行う取組
● 学校での児童会活動・生徒会活動　様々な意見を出し合い、学校行事の企画や学級・学校の課題解決等を行う活動
● マイスクールPRコンペティション 小・中学生が、在籍校や地域の魅力を発信したり課題を解決したりするための取組
● 子ども・おとな・地域みなトーク事業 子ども・子育て当事者と地域の子育て支援者等がつどい、意見交換を行う事業
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等における行事などでの地域との交流
● 地域におけるリーダー育成の支援
● 各青少年対策地区委員会実施の地域交流イベント

御成門地区ファミリーボウリング大会、三田地区パラリンピック競技体験
高松地区スポーカルまつり、港南地区バスハイク
白金地区白丘から台場へ歩こう会、六本木地区スキー教室
高陵地区スポーツ大会、赤坂地区バスハイク、青山地区スキー教室、お台場地区スキー教室　等

● PTAによる地域と連携したイベントの実施
● 中学生の職場体験・職場訪問
授業の一環として、地域の事業所で数日間の職場体験やインタビュー活動等を行う取組

● 子ども会まつり　港区子ども会連合会が中心となり、地域の関係団体と共催の事業
● 地域で行われるスポーツイベント・スポーツ教室
区と地域が協働する各種スポーツイベント、学校等の施設を活用したスポーツ教室や障害者スポーツの体験教室等
（ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン、タグラグビー教室、パラスポーツ体験会等）
● 地域連携によるあいさつ運動
● 子育てコーディネーター事業 地域で活動する子育てコーディネーターが児童や保護者等の相談対応・情報提供を行う事業

「インターネットトラブル、性犯罪を含む犯罪行為、暴力団、消費者被害などから青少年を守り、
また、青少年犯罪を防止するため、地域の安全の点検・改善や、青少年自身の危機回避能力向上
に取り組むとともに、関係機関相互の連携を深めましょう」に関する取組例

区や学校、地域等で行われている青少年健全育成活動の一例 です。事例を参考に、みんなで積極的に取り組みましょう！区や学校、地域等で行われている青少年健全育成活動の一例 です。事例を参考に、みんなで積極的に取り組みましょう！

「青少年が意見を表明する機会を確保するとともに、地域の活動等を通じて家庭を支え、青少年同
士、家族間、地域の多様な人々が互いに知り合い、関わりを深めることのできる機会を日頃から
つくりましょう」に関する取組例

● 地域での自然体験事業
区と地域が共催するみなとキャンプ村事業、児童館等のキャンプ、PTA実施の農業体験等

● 自治体連携による自然体験・交流事業
芝地区と茨城県稲敷郡阿見町、麻布地区と山形県最上郡舟形町、赤坂青山地域と岐阜県郡上市、
芝浦港南地区と秋田県にかほ市、台場地域と福島県柳津町 等

● みなと区民の森（あきる野市）を活用した環境学習
区が主催する生き物観察や間ばつ体験等のさまざまな環境学習の実施

● 緑のカーテンプロジェクト　保育園・幼稚園・小学校等の区有施設で緑のカーテンを設置
● エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ　区・企業・民間団体等が取り組む環境活動の展示、環境に関するワークショップ等
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等のエコ活動
● 小・中学生の環境に関する自主研究
● 保育園・幼稚園・小学校・中学校・児童館等での飼育動物等の世話
● 中高生と乳幼児のふれあい
職場体験や家庭科学習、ボランティアの受入れ等で、中高生が保育園や幼稚園を訪問する取組

● 福祉の体験学習等　小・中・高校等で実施する車いす体験やアイマスク体験等の福祉体験学習
● 地域清掃等のボランティア活動
● 人権週間　12 月 4日～ 10日の人権週間にあわせて講演と映画のつどいを開催
● 障害者差別解消推進　障害者への理解を深めるための取組
● 平和青年団　平和学習を通して、平和のためにできることを自ら考え地域に発信
● 子どもの居場所づくりチャレンジ事業
子ども中高生プラザ等で、中高生が主体的に活動や体験ができる居場所づくりの取組

● こころの体温計　パソコンや携帯電話でいつでも気軽にストレス度や落ち込み度をセルフチェックできる取組

● 総合防災訓練
区とさまざまな団体が連携し、区内７会場で行われる総合的な防災訓練
町会・自治会ごとの地域の訓練に児童が参加するほか、
小・中学校とも連携し、小・中学生の積極的な参加を呼びかけ

● 各種防災・避難訓練、防災教室
小・中学校等の施設における避難・引き取り訓練、消防署や警察署の協力を得た訓練や防災教室、
地域と合同でいも煮の炊き出し等も交えた訓練等
お台場学園防災 jr. チーム

● 消防少年団活動
小学生から消防に関する知識や技術を身につける訓練の実施
地域での防火・防災の啓発や環境美化活動等の地域貢献活動

「自然体験や社会貢献、異年齢活動等、青少年が直接自然や社会と関わり、自他の生命や人権を大
切にし、自己肯定感を育むとともに、多様な価値観への理解を深める機会をつくりましょう」に
関する取組例

「突然の災害に対応するために、日頃から青少年自身が地域の一員としての自覚を持ち、防災意識
や知識、技術を身につける機会をつくりましょう」に関する取組例

青 少 年 健 全 育 成 に 係 る 具 体 的 な 取 組 例青 少 年 健 全 育 成 に 係 る 具 体 的 な 取 組 例

1活動方針 3活動方針

4活動方針

2活動方針



港区の青少年をとりまく課題や必要とされる取組
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　 インターネットやSNSに関連する有害環境への適切な対応
（１） インターネットの適正な利用のため、フィルタリングを促進し、使い方のルール作りに取り組むとともに、ルールの

啓発・実行を強化します。
（２） SNS等に関連した、性被害を含む子どもの犯罪被害やいじめ、プライバシーの侵害、誹謗中傷、個人情報の流出等を

防止するため、家庭・学校・地域が連携して啓発を図ります。

　 犯罪や事故に巻き込まれる危険性への対応
（１） 正しい性の理解と危機回避能力の向上を図ることで、性被害（児童ポルノの関与、児童買春等）の防止に取り組み、あ

わせてエイズ・性感染症の予防や検査についての啓発を強化します。
（２） 繁華街の防犯パトロールや落書き防止を通じ、「港区暴力団排除条例」に基づく暴力団排除活動を推進し、犯罪に巻

き込まれない環境を確保します。
（３） 大麻や覚せい剤、危険ドラッグのほか市販薬のオーバードーズ（過剰摂取）等の危険性に関する正しい知識を啓発します。
（４） 万引き、特殊詐欺への加担が犯罪だと自覚を持たせるための環境づくりや規範意識を醸成し、また、ストーカー事案

等の被害者にも加害者にもならないよう、被害の実態や相談窓口等についての広報・啓発をすすめます。
（５） 社会経験や契約知識等が不十分な若者は、悪質商法のターゲットになりやすい傾向がみられるため、消費者被害に

巻き込まれることを防止するとともに、消費者教育を推進します。
（６） 地域の見守りの中で、子どもが交通事故に遭わないように、交通安全教室、安全運転の励行等、交通安全に関する活

動と連携し、子どもの安全確保の対策を推進します。
 人と人との関わりを深める機会の充実
（１） 様々な人が互いに支え合う地域社会の実現に向け、青少年が地域の一員としての自覚を持ち、郷土意識を育成でき

るような機会を充実します。
（２） 少子化・核家族化、生活価値観の変化等に応じ、青少年同士、家族間のコミュニケーションの質の向上や機会の充実

ができるよう取り組みます。
（３） 様々な体験活動やボランティア活動を通じ、社会性や主体性を育む機会を充実し、地域における居場所づくりを推

進します。
（４） 国際社会の一員としての役割や責任を自覚し、広い視野と豊かな国際感覚を育むため、国際理解を深める学習の機

会や異文化交流活動の推進を図ります。
 自分や他人を思いやる心を育む取組
（１） 自然や生き物とかかわる自然体験や、生命を尊ぶ気持ちの大切さを知り、自分や人を思いやる気持ちを育む多様な

機会の充実に取り組みます。
（２） いじめをしない、させない、見過ごさない、子どもがSOSを出せる環境づくりに取り組みます。
（３） 地域全体で障害や多様な性等を理解し、個性を尊重し合いながらともに地域で生活できる意識啓発や、環境づくり

に取り組みます。
（４） 自分自身の心や体を大切にし、年齢・発達の程度に応じた不安・悩みの相談や安心して過ごせる居場所づくりに取り

組みます。
 ひきこもり、不登校等の青少年への支援
（１） 個別的・継続的な支援を行うとともに、一人ひとりの特性を生かした就学・就労につながる地域における支援を推進します。
 児童虐待やドメスティック・バイオレンス（DV）等の防止
（１） 全国的に増加傾向にあり、深刻な状況にある児童虐待やドメスティック・バイオレンス（DV）等の家庭に係る問題を

未然に防止するため、相談しやすい環境づくりを進めるとともに、関係機関が連携し、一人ひとりの状況に応じた必
要な支援を図ります。

 子どもの未来を応援する取組
（１） 経済状況をはじめとする家庭環境によって、子どもの将来が左右されることのないよう、

必要な環境や居場所の整備と、教育の機会均等を図ります。
（２） 子ども食堂運営団体と地域の民間企業が連携する港区子ども食堂ネットワークを活用し、

地域、企業の力を結集した活動を推進し、子どもの孤食解消と保護者支援を図ります。
（３） 地域や関係機関等が連携してヤングケアラーの早期発見や把握ができるよう、社会的認知

度の向上、適切な支援に取り組みます。
 防災力向上のための取組
（１） 近年台風や洪水、地震などの自然災害が多発しており、大規模災害時の具体的な訓練や家

族への緊急連絡方法の確認等、日頃の備えを促進します。
（２） 青少年自身が身の回りの危険に気づき、安全を確保するための知識を深める機会を充実します。

港区の青少年をとりまく
課題や必要とされる取組
（港区ホームページ）

❶～❽に関連する情報も
参照できます。（消費者教
育、子ども食堂、ヤングケ
アラー等）

　区長の付属機関として設置している港区青少年問題協議会は、毎年、「青少年健全育成活動方針」を策定するとともに、
青少年の健全育成に必要な施策を推進するため、関係行政機関と地域活動団体等との連絡調整を行っています。
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港区青少年問題協議会

港区青少年問題協議会

「地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう」「地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう」
活動方針を達成するためには活動方針を達成するためには

まず 家庭内の信頼関係 を強めることが大切です。
その家庭を支えるために「地域の子どもは地域ぐるみ
で育てる」という視点から、学校・
地域・その他の関係機関が互いに協
力して、港区全体で日常的に青少年
の健全育成活動に取り組みます。

青少年健全育成に関する相談青少年健全育成に関する相談

いじめ、友人関係、性や体に関する
悩み、子育て中の保護者の悩みなど
困っていることはありませんか？
子どもも保護者も、ひとりで悩まず
に、ぜひ相談してください。

子ども・子育て
相談窓口一覧

（港区ホームページ）

令和６年度
港区青少年健全育成活動方針
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　 インターネットやSNSに関連する有害環境への適切な対応
（１） インターネットの適正な利用のため、フィルタリングを促進し、使い方のルール作りに取り組むとともに、ルールの

啓発・実行を強化します。
（２） SNS等に関連した、性被害を含む子どもの犯罪被害やいじめ、プライバシーの侵害、誹謗中傷、個人情報の流出等を

防止するため、家庭・学校・地域が連携して啓発を図ります。

　 犯罪や事故に巻き込まれる危険性への対応
（１） 正しい性の理解と危機回避能力の向上を図ることで、性被害（児童ポルノの関与、児童買春等）の防止に取り組み、あ

わせてエイズ・性感染症の予防や検査についての啓発を強化します。
（２） 繁華街の防犯パトロールや落書き防止を通じ、「港区暴力団排除条例」に基づく暴力団排除活動を推進し、犯罪に巻

き込まれない環境を確保します。
（３） 大麻や覚せい剤、危険ドラッグのほか市販薬のオーバードーズ（過剰摂取）等の危険性に関する正しい知識を啓発します。
（４） 万引き、特殊詐欺への加担が犯罪だと自覚を持たせるための環境づくりや規範意識を醸成し、また、ストーカー事案

等の被害者にも加害者にもならないよう、被害の実態や相談窓口等についての広報・啓発をすすめます。
（５） 社会経験や契約知識等が不十分な若者は、悪質商法のターゲットになりやすい傾向がみられるため、消費者被害に

巻き込まれることを防止するとともに、消費者教育を推進します。
（６） 地域の見守りの中で、子どもが交通事故に遭わないように、交通安全教室、安全運転の励行等、交通安全に関する活

動と連携し、子どもの安全確保の対策を推進します。
 人と人との関わりを深める機会の充実
（１） 様々な人が互いに支え合う地域社会の実現に向け、青少年が地域の一員としての自覚を持ち、郷土意識を育成でき

るような機会を充実します。
（２） 少子化・核家族化、生活価値観の変化等に応じ、青少年同士、家族間のコミュニケーションの質の向上や機会の充実

ができるよう取り組みます。
（３） 様々な体験活動やボランティア活動を通じ、社会性や主体性を育む機会を充実し、地域における居場所づくりを推

進します。
（４） 国際社会の一員としての役割や責任を自覚し、広い視野と豊かな国際感覚を育むため、国際理解を深める学習の機

会や異文化交流活動の推進を図ります。
 自分や他人を思いやる心を育む取組
（１） 自然や生き物とかかわる自然体験や、生命を尊ぶ気持ちの大切さを知り、自分や人を思いやる気持ちを育む多様な

機会の充実に取り組みます。
（２） いじめをしない、させない、見過ごさない、子どもがSOSを出せる環境づくりに取り組みます。
（３） 地域全体で障害や多様な性等を理解し、個性を尊重し合いながらともに地域で生活できる意識啓発や、環境づくり

に取り組みます。
（４） 自分自身の心や体を大切にし、年齢・発達の程度に応じた不安・悩みの相談や安心して過ごせる居場所づくりに取り

組みます。
 ひきこもり、不登校等の青少年への支援
（１） 個別的・継続的な支援を行うとともに、一人ひとりの特性を生かした就学・就労につながる地域における支援を推進します。
 児童虐待やドメスティック・バイオレンス（DV）等の防止
（１） 全国的に増加傾向にあり、深刻な状況にある児童虐待やドメスティック・バイオレンス（DV）等の家庭に係る問題を

未然に防止するため、相談しやすい環境づくりを進めるとともに、関係機関が連携し、一人ひとりの状況に応じた必
要な支援を図ります。

 子どもの未来を応援する取組
（１） 経済状況をはじめとする家庭環境によって、子どもの将来が左右されることのないよう、

必要な環境や居場所の整備と、教育の機会均等を図ります。
（２） 子ども食堂運営団体と地域の民間企業が連携する港区子ども食堂ネットワークを活用し、

地域、企業の力を結集した活動を推進し、子どもの孤食解消と保護者支援を図ります。
（３） 地域や関係機関等が連携してヤングケアラーの早期発見や把握ができるよう、社会的認知

度の向上、適切な支援に取り組みます。
 防災力向上のための取組
（１） 近年台風や洪水、地震などの自然災害が多発しており、大規模災害時の具体的な訓練や家

族への緊急連絡方法の確認等、日頃の備えを促進します。
（２） 青少年自身が身の回りの危険に気づき、安全を確保するための知識を深める機会を充実します。

港区の青少年をとりまく
課題や必要とされる取組
（港区ホームページ）

❶～❽に関連する情報も
参照できます。（消費者教
育、子ども食堂、ヤングケ
アラー等）

　区長の付属機関として設置している港区青少年問題協議会は、毎年、「青少年健全育成活動方針」を策定するとともに、
青少年の健全育成に必要な施策を推進するため、関係行政機関と地域活動団体等との連絡調整を行っています。
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「地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう」「地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう」
活動方針を達成するためには活動方針を達成するためには

まず 家庭内の信頼関係 を強めることが大切です。
その家庭を支えるために「地域の子どもは地域ぐるみ
で育てる」という視点から、学校・
地域・その他の関係機関が互いに協
力して、港区全体で日常的に青少年
の健全育成活動に取り組みます。

青少年健全育成に関する相談青少年健全育成に関する相談

いじめ、友人関係、性や体に関する
悩み、子育て中の保護者の悩みなど
困っていることはありませんか？
子どもも保護者も、ひとりで悩まず
に、ぜひ相談してください。

子ども・子育て
相談窓口一覧

（港区ホームページ）

令和６年度
港区青少年健全育成活動方針
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